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ダニが語る生物多様性～寄生生物の進化的重要単位の意義～
Mites Talk about Biodiversity - Ecological Significance of Evolutionarily 
Significant Units in Parasites.
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  皆様、こんにちは。国立環境研究所の五箇です。すごくス

ライドを提出するのが遅かったせいもあって、差し当たって

最初に。

【スライド 1】

　私のスピーチ、非常に速くなると思います。同時通

訳が十分早くついていかないかもしれませんけれども、

ぜひ、私の英語のサブタイトルを読んでいただきたい

と思います。ありがとうございます。

　枚数も多くアニメーションのようなものだと思いま

すので、外国の方は見るだけで楽しんでいただければ

と思います。

【スライド 2】

　きょうは村田先生にお願いされまして、私の専門で

あるダニ、しかも生態系のダニなのですね。そのダニ

が語る生物多様性ということで、ダニを通して見た生

物多様性の意義というものを語りたいと思います。と

同時に、何で私がダニ学を志してダニを愛してるかと

いうことについても、自叙伝的にお話しできればと思

います。【スライド 2】

【スライド 3】

　お話を始める前に、パラサイト、ダニを含め、きょ

う、さまざまな寄生生物の話が出てきたと思うのです

が、もともと寄生生物そのものというのは、地球上に

生命が生まれてからずっとつきまとう生き物として同

時に進化してきてるわけです。いろんな生き物にパラ

サイトがつくのですが、同時に、実はそのパラサイト

の役割として、有性生殖を発達させたのではないかと

いうふうな説があるのは、皆さん御存じかと思います。

あらゆる生き物に雄と雌がいて有性生殖をするという

のが非常にメーンな繁殖様式になってます。

　非常にその昆虫とか植物のような原始的な生き物か

ら、我々人間も含めてこのように雄と雌がいて、この

スライドをつくったとき、まだこのお二人がちゃんと

夫婦いらっしゃるというか、仲がよくて、いろいろな

かったときだったので、ちょっと今、残念なスライド

になってるのですけれども。【スライド 3】

　それで、先ほど言いましたように、こうした性の進化、

そういった部分にパラサイトというものが非常に大き

く関与してるというのが、このレッドクイーン仮説で

すね。赤の女王仮説と言われるやつです。これは鏡の

国のアリスに出てくる赤の女王がひたすら走り続けて

るわけですね。周りの景色がどんどん変わっていくと。
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【スライド 4】

【スライド 5】

だから走ってないと景色に追いつけなくなると。

　これはすなわち生物の進化でも同じで、生き物にとっ

ては、次々と姿を変えて襲ってくるウイルスに対抗す

るためには、遺伝子のバリエーションを維持しなくて

はならない。ウイルスの進化速度と、いわゆる普通の

どんどん細胞層が大きくなってしまった多細胞生物で

は、進化速度に明らかに差があって、普通の突然変異だ

けで対抗していたのではとても勝てないということで、

いわゆる遺伝子交換ですね、有性生殖によって新しい

遺伝子型を生み出すということが進化してきた。これ

が有性生殖の進化の仮説の一つです。【スライド 4-5】

【スライド 6】

　いろいろとこれは有性生殖を維持することの説明に

はなっているのですけど、いかにして有性生殖が生み

出されたかはまだ説明できてないというところがある

のですが、いずれにしても、そういった中で実はウイ

ルスを初めパラサイトというものは、この地球上にお

いて、有性生殖を含めて遺伝子の多様性を生み出すた

めに非常に重要な役割を果たしてます。

　寄生生物の寄生の仕方もいろいろあって、さまざま

な生物がこのようにさらに、高次な生き物に寄生する、

あるいは、このように行動すらも労働寄生と言われる

寄生システムがあるのですね。これは托卵されちゃっ

たカッコウにえさを一生懸命やってるオオヨシキリの

写真なのですが、このようにパラシティズムそのもの

は、常に生き物の進化の中ではついて回ってきたもの

だということ考えると、すべての生物種には何らかの

寄生生物種が存在していて、そういった意味で寄生生

物と言われるものは、この生物多様性の大部分を占め

てるわけですね。

　　よくよく考えたら、我々人間もこの地球という生

命あふれた星の最大の寄生生物として、今、生きてい

るということは問題になってるのですが、そういうと

ころでは、寄生生物というのは生態系において非常に

重要な実は機能を果たしている。非常に大きな役割を

果たしてるという意味では、先ほどからお二人の先生

方からもあるように、嫌われてばかりもいるところも

あるのだけれども、非常に実は大事なユニットである

ということを認識しなければならないということです。

【スライド 7】

　ここから先はダニの話をしていきたいと思います。

私自身はダニ学を専門としていまして、今、研究所で

の仕事そのものは生物多様性の保全ということでいろ

んな仕事をしてますけれども、本当は実は一番好きな

のはダニなのですね。日本ダニ学会という学会も実は

ちゃんとあるのです。ダニ学という学問自体があるこ

とは余り知られてないところも多いのですが、国際ダ
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ニ学会というのもあって、一昨年はブラジルで国際ダ

ニ学会があって、そこへ行って、ダニ学者同士が集まっ

て和気あいあいと、１週間ぐらいダニだけをにまにま

語り合うという学会に出席してきました。【スライド 7】

【スライド 8】

　ダニとはどんな生き物かと。多分ここにいてらっしゃ

る方は専門家が多いので説明する必要もないかもしれ

ませんが、多くの一般の方がよく勘違いされるのが、

昆虫だと思い込んでいる人もいるのですね。これは昆

虫ではございません。体は非常にシンプルで、一塊で、

直接そこから手足と口がついているという、とても簡

単な体のつくりをしています。

　昆虫はちゃんと頭と胸と腹部と３節に分かれていて、

胸部から足６本と羽４枚、これが原型です。そういった

意味では、昆虫のほうがよほど複雑な構造をしてます。

あと足は８本、これは変わりません。原則です、ダニ

の。同じ足８本でクモというのもいるのですが、こち

らも同じで頭胸部と腹部に分かれているというぐあい

で、実はクモのほうがより複雑な構造をしています。

【スライド 8】

【スライド 9】

　ただ、これだけ単純な体をしているのに、地球上の

ありとあらゆるところに分布をしていて、その生活史

も食べ物も実に多様です。種数もだから膨大で、今、

種数、現時点で記載されてるものだけで５万種います。

それで知らないものも含めたら、多分 100 万種ぐらい

いるのではないかという推測もなされ、まあ言ってみ

れば昆虫種と匹敵するだけの実は種数は含まれてるだ

ろうと言われてます。【スライド 9】

　その生活域ですね。ハビッタットも非常にさまざま

で、海の中にまでいるのですね。その意味では昆虫を

超えてるのです。海の中にすむ昆虫はいないので、海

水域から淡水域も含め、植物を食べるもの、動物の血

を吸うもの、あるいはそういったダニを食べるダニ、

捕食するもの、こういった形で。あとスカベンジャー

ですね。土壌中にもたくさんのダニがいて、こういっ

たものが有機物を分解して無機物に変えるというとこ

ろで、非常に豊かな土をつくるという部分でも役に立っ

てるということです。まさに生物多様性の中において、

さまざまな機能を果たしている生き物であると。

　こういう話をすると、非常にダニが大事な生き物だ

と思われて、でも人間としてはダニ嫌いだし、実は人

間にはもうダニは関係ない生き物であってほしいと思

うのですが、実はそういった中でも皆さんの顔にも顔

ダニがちゃんとすんでいて、日本人の場合は８割近く

この顔ダニを持ってるというのが現実です。生まれた

ばかりの赤ちゃんは当然持ってないのですが、お母ちゃ

んが顔をすりすりとしてこすったときにうつるという

意味では、それぞれの家系に１家に１台、実は代々伝

わる顔ダニがいるのですね。こういう発表を高校生と

かにすると、もう女子高生が悲鳴を上げてお母ちゃん

に怒ったりする、家に帰ってきたら何か怒られたとか

いう話を聞いたことがあります。ダニうつしやがった

なとかいうて怒られたと言うのですね。【スライド 9】

【スライド 10】

　ということで、ダニは立派に生物多様性の一員であ

るということを頭に置いていただいて、お話を進めて

いきたいと思います。私自身が何でダニの研究を始め

たかというと、もともと農学部だったのですね。京大

の農学部におりまして、そこで研究の対象としたのが、
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このハダニと言われる葉っぱに寄生する植物食のダニ

です。これはすごい害虫で、いろんな植物に取りつい

てばんばん葉っぱの汁を吸って枯らしちゃうという意

味では、世界的な害虫として問題になってます。
【スライド 11】

【スライド 11】

【スライド 12】

　生活環としては、卵から始まって何回か脱皮を繰り返

して成虫になっていって、雄と雌がちゃんといて、こ

ちらも有性生殖します。このとき、雌と雄の交尾とい

うのは１回のみ有効、つまり雌は１回交尾されてしまう

と、精子タンクがもうそれでいっぱいになってしまう

ので、２回目以降は無効になるのです、２回目以降の

雄の精子は。ということは、雄にとっての大事な戦略は、

【スライド 13】

バージン雌を確実に獲得することになります。そうす

ると、どういう行動が進化するかというと、交尾前ガー

ディングです。プレメーティング（交尾前）のガーディ

ングをして、このように雌のさなぎですね。まだ成虫

になる前の雌のさなぎの上に雄が乗っかってがあっと

ガードして、雌が脱皮を初めたら大慌てで服を脱がす

ように脱がせてやって、それですぐに即その場で交尾

をするという、これがハダニの戦略なのですね。

【スライド 12】 【スライド 13】

【スライド 14】

　そうなってくると、処女雌というのは雄にとってと

ても貴重な資源になりますから、横からほかの雄が来

たら、当然、処女雌だと気づいてけんかになるのですね。

一丁前にけんかをするのです、ダニのくせに。このよ

うに激しい雄間闘争して、ふだん植物を刺す口針でお

互いにフェンシングをして、しまいには相手を刺し殺

すぐらい猛烈な攻撃をしてる。そうこうやってもたも

たやってるうちに間男がやってきて、ちゃっかりとら

れてしまうということも普通に行われると。【スライド 14】

　非常にミクロな世界で顕微鏡の下で、こういうこと

が行われるのを観察するという実習があったのですね。

それを見て私、すっかりはまりまして、これはすごいと。

やっぱり生殖とは何たるかというのを如実にあらわし

てるというのを感動したのですね。【スライド 15】

　もう一個あった実験が、今度は処女雌ばかりのとこ

【スライド 15】
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【スライド 16】

ろに雄を１匹入れたらどうなるかということで、要は

雄の生殖能力を試すというのをやってみたら、入れれ

ば入れるほど交尾するのですね。雄はもう寝食を忘れ

て交尾し続けて、最後、死にそうになるまで交尾する

という、この、もうまさに雄の宿命をそのまま体現し

ているという生き物としてダニにすっかりはまって、

私、それ以来ずっとマスター、修士号もハダニでとって、

その後、農薬をつくってる会社に勤めて、殺ダニ剤と

言われる、このハダニをやっつける薬の開発業務に７

年間携わったのですね。【スライド 16】

【スライド 17】

　このときも薬とダニの戦いですね。何ぼ薬をつくっ

ても効かなくなる、すぐ効かなくなる。これもその後、

【スライド 18】

ＤＮＡを調べたり、いろんなことをして調べたけど、

結局ハダニそのものにも多様性があると。この猛烈な

多様性で、実はもう次から次へと抵抗性というものが

進化して獲得されるのだということを体現して、やっ

ぱり多様性は大事だということで、その後、まあ言っ

てみれば、でもその薬が売れなくて会社が傾き始めた

ので大慌てでドクターをとって、会社を逃げ出して今

の研究所に移って、今度は生物多様性の保全という仕

事につきました。【スライド 17】 【スライド 18】 【スライド 19】

【スライド 19】

【スライド 20】

　そこで一番最初についた仕事が、今もメーンになっ

てる仕事が外来生物の管理だったのですね。最初に研

究した外来種が、セイヨウオオマルハナバチと言われ

るヨーロッパから輸入してるハチです。【スライド 20】

【スライド 21】
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これはハウスの中のトマトとかの花粉を運ぶために商

品化されたハチで、ヨーロッパ原産で日本もたくさん

輸入してます。こんなふうにハウスの中に巣箱を置い

ておいてハチをぶんぶん飛ばして、花粉を運んでくれ

るから、今まで農家さんが手でやってた仕事を全部ハ

チがやってくれるので、すごくトマトの生産性が上がっ

たのですね。【スライド 21】

【スライド 22】

　ところが、これはヨーロッパ産のハチなので、逃げ

出したやつがばんばん野生化してしまいまして外来種

になってしまいまして、在来のマルハナバチに対して

非常に悪影響を及ぼしているということがわかったの

で、今、環境省の法律でこれは厳しく規制されてます。

逃がさないように使うことということで。【スライド 22】

【スライド 23】

　 このときの生態リスク評価の中で私が目をつけたの

が、ヨーロッパから巣箱を輸入しているから、必ず変

な寄生生物を持ってきてるに違いないということで、ダ

ニですね、寄生してるダニが何かいないかと探したら、

体内にダニがいたのですね。セイヨウマルハナバチの

体の中にマルハナバチポリプダニというダニがいたの

を見つけて、これがどれぐらい持ち込まれてるかとい

うのを調べたのですね。【スライド 23】 【スライド 24】

　ところが、実は日本のマルハナバチにも、このマル

ハナバチポリプダニがいるというのがわかって、ＤＮ

【スライド 24】

【スライド 25】

Ａ分析をした結果、ヨーロッパのダニと日本のダニも

違うということで、ダニにもちゃんと地域固有性があ

るのですよということがわかりました。

　そうした中で、やっぱりパラサイトの共進化という

ものに非常に注目をして、もともと先ほど言いました

ようにパラサイトとホストというのは、食うか食われ

るかの関係でずっと進化してくるのですけれども、ずっ

と戦い続けるとお互いしんどくなるのですね。そした

ら次のステップに入ります。それが共生関係になるの

ですね。ウイルスのほうは弱毒化し、ホストのほうも

免疫機構を使ってある程度コントロールして、おとな

しくウイルスを格納するというように、あらゆるホス

トとパラサイトの間には、最終的な進化の形としては

共生関係がある。【スライド 25】

　ということは、今あるホストとパラサイトの進化の

歴史を知っておくということが、今後、さまざまな寄

生生物の感染爆発とか病害を予防する上では大事。つ

まり、本来そのパラサイトというのは、どこで進化し

てどこですんでなければいけないかというのを知って

おくことが大事であろうということで、このマルハナ

バチポリプダニというダニについても、一体どこが起

源でどこから進化してきたかというのを知っておこう

ということを考えて、世界じゅうからマルハナバチと
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【スライド 26】

それに寄生しているダニを集めたのですね。【スライド 26】

　　このときにそれぞれの生き物についてＤＮＡを調

べました。この分子系統解析の非常に便利なところは、

ダニとハチという、とてつもなく形態的にも分類学的

にも違う生き物を一遍にその進化の時間を推しはかる

ことができる。なぜなら同じ遺伝子を持ってるからで

す。同一形質を支配する遺伝子を使えば分子時計でキャ

リブレーションできて、それぞれの進化時間を知るこ

とができるというメリットがあるわけです。それでで

きたのはミトコンドリアＤＮＡのシトクラムｃオキシ

ダーゼという遺伝子領域、両方ともダニもハチも全く

同じ遺伝子領域を調べて系統樹をつくります。
【スライド 27】

【スライド 27】

【スライド 28】

　そうすると進化時間がほぼ同じ形で示されるのです

が、こうやってみると、ハチのほうはユーラシア、ア

ジアのハチとアメリカのハチはぴったりきれいに分か

れて分化しています。ダニのほうが非常にいびつな格

好をしてるのがおわかりいただけるかと思うのですが、

要は系統樹の形が一致していません。ということは、

全く同じようにハチとダニが進化してきてるわけでは

ないということが予想されます。特にこのアジア、ユー

ラシアのハチは非常に遺伝的分化してるのに対して、

それに寄生しているダニは非常に遺伝的に分化が浅い

ことがわかります。

　一方アメリカのほうは、これは１種類にしか寄生し

てなくて、だからミトコンドリアＤＮＡの変異も全然

ないのですが、その中に寄生しているダニのほうは非

常に遺伝子の分化が激しいというのがわかります。

　これを塩基多様度という形で見てみますと、アジア、

ユーラシアの場合はホストのハチのほうの塩基多様度

が 0.04 に対して、ダニのほうはそのワンオーダー低い

0.005 しかないのです。一方アメリカのほうは、もうハ

チのほうの遺伝的多様性はゼロに対して、体内に寄生

するダニのほうは 0.05 もあるというふうに、ホストと

パラサイトで塩基多様度が逆転してるというのが、こ

れで示されます。ということは、このダニとハチは進

化してきたプロセスが違う、起源が違うということで

す。

　大体ハチのほうは非常にたくさん調べられていて、大

体起源はアジアの中央部であって、こういった進化時

間でどんどん進出していったと考えられます。ダニの

ほうは今のミトコンドリアＤＮＡ系統樹から考えると、

むしろその起源はアメリカにあって、ハチがアメリカ

に渡ってきてからホストスイッチをして、その後ユー

ラシアに渡ってきたというふうに考えられるというこ

とがわかったわけです。【スライド 28】

【スライド 29】
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　アメリカには実はバッタにもこのダニ寄生してます

ので、何らかの形で渡ってきたハチに対してホストス

イッチを起こして、新しくマルハナバチポリプダニと

いうのが進化したのではないかということが予測され

たということです。【スライド 29】

【スライド 30】

　あと、こうやってホストとパラサイトの入れかえと

いうのが起こると、よくあるのが、外来種が持ってく

る外来のパラサイトが在来種に対して悪影響を及ぼす

という話ばかりがメーンになるのですが、実は外来種

にとっても日本にやってくるということは、日本のパ

ラサイトって新しいパラサイトになって非常に感染爆

発を起こすことがあるのです。

　これは日本のダニが外来のハチに爆発的に寄生して

いるという事例があって、在来のハチには余り寄生し

ていないのに、外来のハチにはじゃんじゃん寄生して

しまうということがあります。それなりに寄生生物と

いうものも、そういう意味では在来、外来という部分

をやっぱりまさに使い分けるというか、要するに共進

化してない相手には簡単に寄生できるということが起

こるわけですね。【スライド 30】

【スライド 31】

　次にやった仕事がクワガタムシです。こちらも外国

産のクワガタムシが大量に商品として輸入されてると

いう問題がありまして、そういったところで日本にも

たくさん種分化したクワガタムシがいて、アジア全体

でもさまざまに種分化したクワガタがいる。これは全

部ヒラタクワガタと言われる種類で、亜種がこれだけ

実は日本とアジアでいるのですね。それぞれがどうい

う遺伝的な分化をしてきたかということ、つまり遺伝

子の多様性を知っておこうということで、こちらもミ

トコンドリアのＤＮＡを使って系統樹をつくってみま

した。そうすると、これだけ多様な遺伝子を実は、遺伝

的な多様性をこのヒラタクワガタ１種が含んでいると

いうことがわかったのですね。地域ごとに、島ごとに

きれいに分化していって、さらによく見ると、北方の

青色のでかい家族と南方の赤いでかい家族にまず分化

していて、この根っこがつまりヒラタクワガタの祖先

になるのですが、それがいつスタートしたかというと、

実に 520 万年以上も前に実は分化していると。こんな

形でこの小さな虫も必死こいて、みずからの移動で遺

伝的な分化を果たしてきた。その歴史が 500 万年以上。

我々はこういったものを進化的重要単位と呼んでるわ

けですね。つまり、種で単純に生き物を分類するので

はなくて、それぞれの個体群が経てきた進化の歴史と

いうもの、重みというものを考えて、ユニットとして

扱っていかなければいけないだろうということです。
【スライド 32】 【スライド 33】 【スライド 34】

【スライド 32】

【スライド 33】
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【スライド 34】

　これが保全の話なのですが、そのときにまた目をつ

けたのがダニなのですね。今度はクワガタに寄生する

ダニです。これはクワガタナカセというクワガタの背

中にびっちりついてるダニなのですね。これはクワガ

タを飼ったことがある方なら絶対見たことがあります。

大体、愛好家の皆さんも嫌がってこれを一生懸命ブラ

シで落とすのですが、たくさんつくのでもうまさに女

泣かせではないですけど、クワガタがかわいそうだと

いうのでクワガタナカセという、これは本当にそうい

う名前のダニなのです。

　これは、実はただスカベンジャー（腐食者）で、ク

ワガタの背中に生えてくるカビとか、あとくっついて

るごみを食べる掃除屋さんで、本当はクワガタにとっ

てとてもいいやつなのですよ。だから、飼ってる人も

落とさないでいただきたいということで。それで、し

かもこれはクワガタの背中でしか生きられないのです。

ほかの虫に乗せても死んでしまうし、ほかにばいちり

食わせても全然だめで、そういう意味では、びっちり

一緒に共進化してきた相棒であると考えられるのです

ね。【スライド 35】

これはアップにしたとこです。とてもダニ好きにはた

まらない写真なのですけど、ダニを嫌いな人にはたま

らない写真だろうと思いますね。

【スライド 35】

【スライド 35】

　こういう形で、そういう意味では私はクワガタより

ダニが好きなので、ぜひともこのダニの進化を知りた

い。実際このダニは日本のクワガタだけではなくて、ア

ジアじゅうのクワガタに乗っかってますから、先ほど

クワガタのＤＮＡも調べました。ではついでにという

ことで、このクワガタナカセの遺伝的多様性やクワガ

タ虫とクワガタナカセの進化的な歴史、それと日本の

クワガタナカセはどこから来たのかという、もうダニ

屋でなかったら到底どうでもいいような話に物すごく

興味を持ちまして、それでアジアじゅうからクワガタ

虫を集めて、それにくっついているダニも集めて系統

樹をつくりました。これはヒラタクワガタだけではな

くて、もうアジアに住んでるいろんなクワガタのミト

コンドリアＤＮＡの系統樹です。ものすごくでかくなっ

てしまって字も全然見えないでしょうけど、そこは気

にしないでください。とにかくよくやったと思ってく

だされば、それで結構です。【スライド 35】

【スライド 37】

　大変 2,000 塩基猛烈に読みまくってでき上がった系

統樹で、ホストのほうはこれだけの遺伝子の多様性を

持っているのはわかるのですけど、それにくっついて

るダニの系統樹がこちらになります。驚いたことに非

常に遺伝的に分化が進んでるわけですね。あんなちっ

ぽけなダニごときにも、これだけの遺伝子の多様性が
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あることがわかります。さらにホストとパラサイトの

関係を結ぶと、このように１対１関係するわけです。

　だからダニも漫然として進化してきてるわけでも生

きているわけでもなく、クワガタ虫とともに長い進化

の歴史を経て、このようにクワガタとともに歩んでき

て、その歴史は何と 1,200 万年以上なのですよね。非

常に長い時間をかけてきてるという意味では、こんな

ちっぽけなダニにも立派に進化的重要単位が存在する

のですよということが示されたわけです。

【スライド 37】 【スライド 38】

【スライド 38】

【スライド 39】

　これがそのクワガタナカセのコンピューターグラ

フィックです。これは私、趣味でコンピューターグラ

フィックを書くのですが、これは私は自慢の作品なので

すね。大体こういう講演会になると、意地でもこうい

うスライドを入れておいて、皆さんにダニのすばらし

さ、美しさを啓蒙しようとするのですけど、でかくす

ればするほど、みんな気色悪がるという悲しい思いも

してるのですが。ただ、このダニの絵を書いたとき非

常によくできたと思ったので、アメリカにある国際ダ

ニ学会誌を出版してるジャーナルに、これを表紙で使っ

てくれと送ったわけです。そしたら出版社の人が大変

びっくりされまして、私のことを完全にアーチストと

思い込んで、ちょうど 60 周年記念出版パーティーがあ

るから、アーチストとして招待するから絵を持ってき

てくれと言われて、私は非常にダニ学者なので、ダニ

学者として認知されてないのだということが悔しかっ

たので、論文をリプリントで送ったのですね。「いや、

私はダニ学者です」と言ったら、向こうから来た返事

が、「いや、論文はいいから絵を送れ」と言われたので

すね。なので、結局オハイオだったので、そこまで行

くのも面倒くさくて行かなくて絵だけ送ったのですが、

そしたら向こうの出版社が喜んでくださって、記念切

手をつくってくださいました。アメリカでダニ絵柄の

記念切手を売ってますので、ぜひアメリカで探して買っ

てきてください。

　それとＣＯＰ 10、一昨年、生物多様性の会議があっ

たときに、天皇陛下と美智子様がうちの研究所に見学

に来られて、私、見学対応させていただいたのですね。

注目すべきは私が白い服を着てるというところなので

すけど、いつも黒い服しか着ないのですが、このとき

だけはさすがに黒はだめと言われたので白をわざわざ

買ってきたのですが、そのときにこの絵も張り出して

たのですね、後ろにべたべたと。そしたら美智子様が

大変この絵に食いつかれまして、見たことなかったの

でしょうね、このダニのでかい絵なんて。これは何で

すかと言うから、私はもうそこから完全にテンション

が上がって、研究所の話も多様性の話もぶっ飛ばして

10 分ぐらいダニの話を語らせていただいたら、天皇陛

下と美智子様は大変感動されまして、これを皇居に持っ

て帰っていただいたのです。皇室に初めて入ったダニ

の絵として歴史的記念物になったわけです。【スライド 39】

【スライド 40】

　それをいいことに、私、最近テレビに出るようになっ

たら、これは天皇家御用達ですとかうそをこいて、芸

能人とばんばんツーショットを撮らていただいて、そ

んな中で一番ダニ何に食いついてくれたのがしょこた

んだったのですね。この人はこういうのが大好きです

から、そしたら、ダニの交尾の話をいっぱいしてあげ
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たら、ダニの交尾が見てみたいとおっしゃったので、私、

去年のゴールデンウイークに、天気もいいのにうつう

つとダニの交尾の絵を一生懸命に書きまして、これが

そのダニの交尾の絵です。こちらが、でかいほうが雌で、

下に潜り込んで、よっとしゃちほこみたいに尻を上げ

てるのがこれ雄なんですよね。ある意味、非常に珍し

い体位をするということで、これも何とかゴールデン

ウイークをつぶして書き上げて、しょこたんに謹呈し

て大変喜んでいただきまして、さらに松本龍元大臣が

見学に来られたときにも、これがダニの交尾の絵です

と差し上げたら、ふうんとか言って、いつもの調子で

持って帰りながら、しっかり大臣室に飾ってたらしい

のですね、これね。でもその後、ほどなくしてやめら

れてしまったので、ちょっと悲しい思い出になってし

まったのですけれども。【スライド 40】

【スライド 41】

　ということで、ちょっと話が横道にそれましたけれ

ども、こういった意味でダニにも固有性や多様性があ

るという中で、今、グローバリゼーションとか外来種

の問題でこのダニの固有性や多様性自身も危機的状況

にあるのですね。【スライド 41】

【スライド 42】

　これはハダニなのですけれども、先ほど出てきた農

業害虫で私自身が学生から会社時代に研究してたもの

も、実はこれにも固有性や多様性があって、それがす

ごく危機的状況にあるという現実があります。その１

例として、このナミハダニ、ハダニの一種で世界的な

重要害虫なのですが、これにはカラータイプが二つあっ

て、赤色型と緑色型があります。遺伝的なスペシエー

ションが進行中の段階であると言われる珍しい種内変

異なので、これに興味を持って、その種内変異の分化

の程度を調べようということで、日本じゅうとあとヨー

ロッパからこの赤ダニ、青ダニを集めてＤＮＡを調べ

るということをやりました。【スライド 42】 【スライド 43】

【スライド 43】

【スライド 44】

　その結果、このような系統樹ができて、赤ダニのほ

うから青ダニが分化して派生しているということがわ

かって、まあ恐らく色素が抜けてしまったのであろう

ということがわかったのですが。ここで注目したのが、

日本国内にもかかわらず赤ダニの遺伝的分化が異常に

激しいということが、むしろ気になったのですね。む

しろ別種レベルまで分化してるぐらいあると。これは

どうしたことかと。こんな狭い日本で遺伝子交流も激

しいのに、こんなに分化してるのはおかしいというこ

とで、特に分化の激しいのを調べてみると、寄生植物

が全部カーネーションだったのです。

　カーネーションという特異的に寄生してるのだった

ら、むしろ遺伝的に単一であればいいのに、なぜカー

ネーション寄生でこんなに遺伝子のバリエーションが

あるかということを調べてみると、実はカーネーション
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というのは日本国内で栽培しているのではなくて、苗

を海外で栽培したものを輸入して、それを育てて切り

花として販売してる。実際その輸出元というのが、あ

りとあらゆる国にあるわけです。それぞれの地域にナ

ミハダニがすんでるから、これが持ち込まれてあれだ

け遺伝的に多様なナミハダニが、実は日本国内にいる

ということがわかったのです。

　実際農家さんにヒアリングして、それぞれのカーネー

ション農家でどこからそのカーネーションを買ってい

るかと見たら、これだけいろんな国から実は買ってい

て、このように遺伝的分化の激しいところのダニとい

うのは、もうほとんど全部海外産だったのです。明ら

かに海外から持ち込まれた。

　でも、さらに困ったことは、要するにこれは害虫で

すから、薬剤の感受性が実は違うのですね。こういう

殺ダニ剤をぶっかけたときの死亡率が、グリーン型は

ほぼ遺伝的に単一なので、速攻全部死にます。あとは

日本でメーンにいる赤色型の単一系統も大体死にます。

ところが外国から入ってきてる連中は、もう全然効か

ないのです。最初から抵抗性の遺伝子を持ってるので

すね。あれだけ遺伝子のバリエーションがあってあれ

だけ広く分布していれば、こういう遺伝子を持ってる

集団なんてのはいるわけで、そういうものも輸入され

てしまっているということがわかりました。【スライド 44】

【スライド 45】

　ところがこれは害虫なので、本来なら植物検疫でひっ

かかってるはずなのです。本来それぞれ焼却処分を受

けなくてはいけないのに、何でこんなにじゃかじゃか

入ってきてるのかというのを調べてみると、実は今、

ＷＴＯという世界貿易機関がワールドトレードフリー

を目指していて、その一つの一端がＴＰＰもあるわけ

ですが、そういった中で、この自由貿易を推し進める、

この機関が実は農業害虫の輸出入の自由化までも進め

ているという事実があります。【スライド 45】

　それが何でかというと、先ほど言いましたようにナ

【スライド 46】

ミハダニはもともと輸入禁止になってたのです。とこ

ろが、2004 年にアメリカから輸入されたリンゴにナミ

ハダニがついてきたので焼却処分を出したら、アメリ

カ合衆国が激怒りしまして、ＷＴＯを通じて日本を訴

えてきました。どういうことかというと、ナミハダニ

は日本にも生息しているのだから検疫するのがおかし

いという言い分だったのです。そしたら負けてしまっ

たのですね、これが。見事に敗訴しまして、日本はこ

れでナミハダニの検疫を撤廃しなければいけなくなっ

て、ナミハダニは輸入自由になってしまったのです。

　これは非常に矛盾してます。先ほど言いましたよう

に同じナミハダニって、形は同じかもしれませんが持っ

てる遺伝子は全然違うし、薬剤感受性も違うのが、今、

【スライド 47】

【スライド 48】
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輸入自由になってると。ところが皆さんが知らない間

にこういったことがじゃんじゃん進んでいて、今や農

業害虫は輸入自由化がどんどん推し進められています。

【スライド 46】 【スライド 47】 【スライド 48】

【スライド 49】

　とうとう去年の春、植物貿易法も改正されまして、ホ

ワイトリスト方式からブラックリスト方式に変えると

いうことが勝手に決められてしまったのですね。これ

はどういうことかというと、ホワイトリスト方式とい

うのは原則全ての害虫、まあ植物、植昆虫、あるいは

植物に絡む生き物は全部禁止なのです。というか、生

きてる虫は全部だめだったのですね。それで安全だと

思われるクワガタやカブトぐらいならいいかというふ

うに、安全だと認められるホワイトリストのみが輸入

できるという、これがホワイトリスト方式だったので

す。だから極めて厳しい規制だったのに、今度、ブラッ

クリスト方式にするというのは、これは今、外来生物

法と同じシステムなのですが、原則審査されるまでは

すべての種が輸入できると、審査して危ないと言われ

るものだけが輸入禁止になるから、そのリストに載っ

てない、つまりブラックリストに載ってないものは全

部輸入が自由になってしまうと。この方式に変えると

いうことは、つまり、リリースされる率が高くなって

しまったのですね。本当に危ないよと言われるものだ

【スライド 50】

けリスト化しますということになったので、今やほと

んどの農林害虫が輸入が自由になってしまってるとい

う現実があります。【スライド 49】 【スライド 50】

【スライド 51】

　ということで、今後、今話題になってるＴＰＰも、

これからどんどん震災の復興も進む中では、いずれこ

ちらのほうの議論も進むことになって、某大臣は第３

の開国とかいって言ってますけれども、開国するたび

に外来種がふえるわけですから、本当の意味で多様性

を守るということを考えると、これからのこのＴＰＰ

の議論というのは生態学や、そういったこちらで言っ

ている、そういう動物衛生学という観点からも十分注

意しなければならない。【スライド 51】

【スライド 52】

　その一つのまた事例として、輸入生物が持ってくる、

今度、危ないダニの話を少ししてみたいと思います。

これまでの話はどちらかといったら人間の健康とかに

も余り関係のない、ほんわりした話なのですが、これ

はマダニです。先ほどから何回か講演の中でも出てき

ております吸血性のダニですね。これはいろんな病気

を媒介します。ズーノーシスをもたらしてしまう怖い

やつなのです。【スライド 52】

　こういった中で心配されるのが、爬虫類もペットとし

て大量に輸入されていて、それがほとんど野生のもの

なのですね。そうすると、こういうマダニがくっつい
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【スライド 53】

てくるのではないかということ。さらに困ったことに、

厚生労働省のほうの感染症法とか、そういった法律で、

あるいは動物検疫で検疫を受けるのは温血動物だけな

のですね。こういう爬虫類とか両生類は一切検疫を受

けずに入ってきてるということで、心配になったので、

プロジェクトで感染研の川端先生にも共同になって調

べていただいたら、案の定くっついてきてるわけです。

カメにもこうやってキララマダニがくっついてきてま

すし、そのほか調べてみると、輸入爬虫類にじゃんじゃ

んダニがくっついて入ってきてるというのがわかりま

す。【スライド 53】 【スライド 54】

【スライド 54】

【スライド 55】

　しかも驚いたことに、輸入国がすさまじいのですね。

スリランカとかタンザニアとか、もうとてつもない野

生の王国から輸入されていて、あとスリナムなんて国、

どこにあるか皆さん御存じですか。これは南米なので

すね。僕、すっかり東南アジアかアフリカかぐらいと

思ってたら、地理の勉強にもなるぐらいいろんなとこ

ろから輸入してるというのがわかって、心配なのはこ

ういったダニの体内に何か変なもの入ってるのではな

いかということで、それで感染研のほうで調べてもらっ

たらポジティブが出たのです。

【スライド 56】

　何が出てきたかというとボレリアです。非常に人間

に対してもいろんな病気をもたらすやつですが、こう

いったものが見つかったので、そのボレリアの遺伝子

そのものを調べて系統樹をつくってみると、このボレ

リアそのものはライム病病原体群と、それから回帰熱

をもたらす群があるのですね。こういう情報はもうす

ごく充実してるので、それと合わせて系統樹を書いた

ら、この新しく見つかったボレリアはどちらにも入ら

なかったのです。全く新しい型のものとして見つかっ

たのですね。だから病原性も何もわからない状態になっ

ていて、しかも困ったことに分離培養もまだうまくいっ

てないから、リスク評価もまだできてないという非常

に危険な状態にあるということで、いろんな意味で動

物をペットにするとか、あるいはそういうフリートレー

ドという中では、こういうリスクもあるということは

十分考えていかなければいけないだろうということで

す。【スライド 55】 【スライド 56】

　今、僕自身も研究のテーマとしては、今まで外来種

というと目に見えるでかいやつばかりが対象だったの

ですが、これインビジブル・インビジベリアンス、目

に見えない外来種の問題というのにも注目してます。

そのきっかけになったのがカエルツボカビと言われる

病気、聞いたことありますかね。アンフィビアンのエ

マージング・ディジーズです。……、ばあっと世界じゅ
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【スライド 57】

うに広まっていろんなとこでカエルを絶滅させて、数

年前に日本にも上陸したといって大騒ぎになった。カ

エルが大嫌いだったけどやむを得ずこの仕事をやった

結果が大変衝撃の結果だったのですが、きょうはもう

時間がないのでここではお話しできません。また来年

お話しさせていただければと思います。これも衝撃の

結果ですので、ぜひ期待していただければと思います。

【スライド 57】

【スライド 58】

　そういった中で、先ほど村田先生のほうからも冒頭

であったように、こういったエマージング・ディジー

ズはほとんどズーノーシスであって、何でこんなもの

がばんばん今、出てきているかというと、やっぱり生

物多様性をぶっ壊してるからだと。【スライド 58】

【スライド 59】

　もともと寄生生物とホスト、宿主生物、長い進化の

果てに実は落ち着いた安定状態を築いてきてるわけで

すね。その揺りかごで回る生物多様性というものを、

病原体生物にとっても揺りかごでもある生物多様性を

人間が破壊してしまってることに進化の歴史の崩壊が

あって、共進化が崩壊したところでパンデミックが起

きているという現実があるわけです。代表的な新興感

染症として、例えばＳＡＲＳとかＨＩＶ、エイズなん

かあるわけですが、これももとを正せばキクガシラコ

ウモリとか、カメルーン西部のチンパンジーに起源を

発していて、そういうところではおとなしいウイルス

として生きてたはずなのです。それがエマージング・

ディジーズになったのは、人間が生息地ごと、ホスト

ごとこれを破壊したことによって、ウイルスそのもの

も生き残るために必死に進化して、目の前に 70 億とい

う人口を抱えた人間に乗り移ろうと、今、一生懸命努

力してるわけですよね。で、もう都会のジャングルに

やってきてるわけです。

　ここで肝心なのは、これまでの共進化の歴史のルー

ルとしては、それでやってきたウイルスにかかって死

ぬやつは死に、生き残ったやつが次世代を残すという

ことで抵抗性を持った新人類が生み出されて、それで

共生関係に入れるのに人間はそれを拒否するわけです。

抗ウイルス薬を使ったり、いろんな薬剤を使うなどし

て、何が何でもウイルスを封じ込めようとするものだ

から、ウイルスもそれにまた対抗してどんどん進化を

続けるという、あくなきウイルスと人間との戦いが続

いていって、人間だけが要するに進化のルールを破っ

てるというわけですよね。この戦いにはいつか、でも

敗れる可能性が高いですよね、ウイルスの進化を考え

ると。

　だから、そういう意味でこの戦いをやめたかったら、

人間自身がもうこれ以上、生物多様性には近寄らない

ことが大事です。自然共生とはよく言われるのです

が、ペット可愛がるみたいによしよしって動物をなめ
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てチュウしたりとか、あれが自然共生ではないのです。

あれをやると病気になって死ぬ人のほうが多いわけで、

もう人間は裸の猿としてコンクリートジャングルにし

か生きられない生き物として、もう生きてきて進化し

てきてるわけですから、自然共生とは何たるかといっ

たら、やっぱり野生の世界と人間世界をどうゾーニン

グして、うまくその機能を、ファンクションを分け与

えてもらえるかという、そういうことが大事なのです

ね。

　そういった意味で生物多様性を守るという、もう一

つの重要な意味や、こういった新興感染症の拡大とい

うものを防ぐという意味もあるのですよということで、

目に見える生き物、美しい生き物だけが生物多様性で

はありませんと。目に見えない、こういったパラサイ

トにも多様性があると。そういった意味で、ぜひダニ

にも愛の手を差し上げてくださいということです。

　長くなりましたが、以上で講演を終わらせていただ

きます。ありがとうございました。【スライド 59】

【スライド 60】


